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特別パネル展示「変わりゆく郷土 写真で見るとっとり１９６８－
２０１８」を開催します。 

 

鳥取県立博物館第三展示室において 

特別パネル展示「変わりゆく郷土 写真で見るとっとり１９６８－２０１８」  

を開催します。県民の皆様にひろく周知するため、ぜひ取材いただきますようお願いいた

します。  

 

１ 趣旨 

鳥取県立博物館と県内各市町村教育委員会では、昭和４３（１９６８）年から５年ごと
に「郷土視覚定点資料収集事業」を共同で実施し、県内各地を継続的に写真撮影していま

す。  

特別パネル展示「変わりゆく郷土 写真で見るとっとり１９６８－２０１８」は、この

事業の成果を広く県民に周知するとともに、撮影した航空写真と地上写真で、過去４５年
間の鳥取県の歩みを振り返るものです。  

私たちの郷土は、この５０年間に大きく姿を変え、同一地点を撮影した写真からは、道
路や港湾が整備され、住宅団地や工業団地が出来て市街地が拡大し、農村でもほ場整備が

進みました。一方で、過疎化等により空家や空地、休耕田が増え、都市近郊には大規模店

舗が立地して、中心商店街活性化への模索が続くなど、変わりゆく郷土の姿を読み取るこ

とができます。  

過去５０年間の写真を見比べ、地域が変わっていく様子をあらためて認識しつつ、郷土

に対する理解を一層深め、今後の鳥取県のあり方を考える機会としていただければ幸いで
す。  

 
２ 会場  

鳥取県立博物館 第３特別展示室  

 

３ 主催  
鳥取県立博物館  

 

４ 会期  
令和２年２月８日（土）～３月８日（日）〔休館日：２月１７日（月）・３月２日（月）〕

午前９時～午後５時（入館は閉館の３０分前）  

 

５ 展示内容 
（１）パネル展示  

昭和４３年から５年ごとに撮影した県内各地の航空写真（約３０地点）と地上定点  

（約１３０地点）の写真パネルを展示し地域の変化を紹介。  

（２）定点写真の変遷  

  定点写真の撮影風景や使用されている記録媒体など定点写真の変化を紹介。  

 

６ 入場料  
一般１８０円（団体９０円）※通常の常設展示料金で観覧できます。  

［次の方は無料］：大学生以下、７０歳以上、学校教育活動での引率者、障がいのある方

・要介護者等及びそれらの介護者、企画展観覧者  


